

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図書館を取り巻く環境 “一一一 r 電子的環境が大きく変化 一一一一 r ネットワーク化されたオープンなシステムで
いかにマルチメディア燈霜に対応し、どのような
サービスをしていくかが図書館のこれからの繰願
倉塵番からあらゆる情報サービスの拠点へ
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いったサービスができるようになります。このようなサービスをこれからはしていく必要がある
のではないかという気がします。
　そういった意味で，次に電子図書館への道ということにすすみます。アメリカではデジタルラ
イブラリーの推進で，先ほども出ましたけれども，NII構想の一環として電子図書館の計画が
すでにあるんです。日本でもないというわけではなくて，学術情報センター，通産省，電子図書
館研究会，そういったところで電子図書館についていろいろ実際に動いたり研究されたりしてい
ます。学情センターでは，もう皆さんご存じだと思いますが，学術雑誌の1次情報を利用者に提
供ということで，いろんな雑誌を目次から1次情報までディスプレイ上で表示ができるように進
あています。多少発展開発中というところはあるんでしょうけれども，去年の秋には部分的にサ
ービスの試行開始をしたそうです。今156Mbpsの回線を使用して，　NCは12月に千葉に
移転したんですけれども，千葉と以前あったところの文京区大塚との間を156Mbpsで結ん
で，それで一応テストするという形をとっているみたいです。
　通産省も「モデル電子図書館事業」というものを去年立案していまして，マルチメディア関係
のプロジェクトの一環ということで，17億5000万円かけて国立国会図書館と協力して行う
計画です。通産省はまだこれからという形です。
　もう一つが電子図書館研究会で，これは京大の長尾先生を中心に研究がされています。富士通
さんが協力していまして，　rAriadne」という形にある程度なっています。これは今日こ
の後，富士通の金子さんの講演とデモがありますので，そちらの方でゆっくりと見ていただくと
いうことで，ここでは省略いたします。
　こういった電子図書館でも，システム的にもいろいろ考えられるんですけれども，やはり膨大
な資料，1次資料のデータをいかにデータ化するか，これが一番大きな問題ではないかなという
ことです。図書館で言えば，過去の資料の目録をデータ化することで四苦八苦している段階なん
ですけれども，それを過去の資料も1次情報まで全部入れるなんていうことは，なかなか大変だ
という気がします。だから，そういったものがコピーをとるみたいに簡単にデータ化するような
機械があと5年先、10年先ぐらいにできてくれば，10万冊，20万冊の資料をデータ化する
ことも夢ではなくなってくるのではないかと思います。将来的にこれから出版される本は，電子
出版が多くなってくれば，もう既にデータ化されていますから，そういったものはただ取り込あ
ばいいわけで，非常にデータ化しやすいということです。このようなものができてくれば，電子
図書館への道も遠いということではないかと思います。
　これからの図書館像ということでは，図書館を取り巻く電子的環境が大きく変化してきました
ので，これからはネットワーク化されたオープンなシステムで，いかにマルチメディア情報に対
応して，そういったものをどういうふうに利用者にサービスしていくか，それが今後の図書館の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一50一
図書館をとりまくコンピュータ事情
課題ではないかと思います。
　総まとあとして，今までは「資料の倉庫番」，と言うと図書館の人から，怒られるかもしれま
せんが，倉庫番からあらゆる情報サービスへの拠点となるような図書館を目指していければいい
のではないかと思います。
　そういうことで，第1部の方はこれで終わりにしたいと思います。（拍手）
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　（質問）
【入澤氏（学習院）】　きょうの話にはなかったんですが，実際に汎用機で運用していたものか
らダウンサイジングしてワークステーションに移行したんだと思うんですが，何かそういうご苦
労というものがいろいろおありではなかったかと思うんですが。
【中村講師】　システム的には小さくなったんでその辺はいいんですけれども，やはり移行が大
変ですね。今までのシステム，汎用機のものをワークステーションの形にもっていくというその
データを移行するのがちょっと大変です。その辺が苦労したところです。今もデータ変換中なの
ですが，汎用機で利用できていた文字コードといったものがワークステーションでは完全に使え
ないというものがありまして，そういったものが変換できないので，結局文字空けというか文字
をあけておく形になってしまうんですが，そういったものがちょっとまいりましたね。
　特に古い資料の漢字，そういった文字が使えなくなってしまいました。汎用機は外字というも
のを結構持っていまして，富士通のJEFは大体4039文字の拡張漢字を持っているんですけ
れども，それが一切使えなくなる。そのうちの何文字かは旧字体，新字体のパターンはあるんで
すけれども，そういうので新字体に換えていっても結構な数が変換できないということがありま
して，図書館は割と古い資料もありますので，そういった文字が使えなくなるのがちょっと困っ
た点です。それはワークステーションの世界で，世界標準ということですけれども，あまりうち
で独自の漢字を外字でつくってしまうと，それが外に出ていったときに利用できなくなります。
うちの中ではそれが利用できても，外から入ってくる利用者に対してはつくった文字は出ないわ
けなんです。ですからそういったものは内，外関係なく同じように利用者に提供するということ
で，あえて内だけの，いわゆる学習院だけのための外字はつくらなかったということです。です
から文字が見えなくなったりするところはあります。
【A氏（独協大）】　汎用機からワークステーションの移行について伺いたかったんですが，今
質問していただいたので。具体的に，それを担当された人数とか，実際移行が完了する期商はど
のくらいかかったんですか。
【中村講師】　移行の完了はまだしていないんですけれども，準備を始めたのは去年の1月ぐら
いです。ですから大体1年はかかっています。その1年の間に，また後の2部のときにでもお話
ししますけれども，2回データ移行のテストをしています。汎用機から汎用機だとそれほど不安
はなかったんですけれども，ワークステーションが初めてだったということと，後はUNIXが
大きなデータベースに対して弱いという感じを受けていましたので，特にデータベースが壊れや
すいということが言われていましたので，本当にどうなのかというのも調べたかったので，去年
の2月に大体1カ月ぐらいかけて1回データ移行のテストをしまして，それが登録し終わったの
が7月ぐらいです。それも初めてだったので，コードがうまくいったりいかなかったりとか結構
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ありました。それと移行中に変換リストを出しまして，それをチェックにかけましたので，半年
ぐらい時間をかけました。その後，11月にもう一度本番前にということで，データ移行テストを
また1カ月から2カ月かけてやりました。やはりワークステーションは見えないところがあるし，
UNIXのシステムが自分でもわからない点が多かったので，その辺を調べたかったというのが
一番の理由です。
【A氏】　それは中村さんがお一人でなさったんですか。それともメーカーの方という形で。
【中村講師】　それはメーカーの方と。汎用機の担当とワークステーションの担当SEさんと，
それと私という形です。
【A氏】　汎用機はもともと富士通だったんですか。
【中村講師】　そうです。
【A氏】　ワークステーションも富士通ですか。
【中村講師】　そうです。いろいろ考えたんです。ほかのメーカーでもよかったんですけれども，
同じメーカーだと移行しやすいということで。過去のシステムも知っているし，新しいシステム
も知っている。両方知っているメーカーだと移行がしやすいんではないかということで，富士通
さんにしていただいたという形です。
【A氏】　先ほどの話ですと，UNIXはオープンシステムであるということで，違う端末とい
いますか，パソコンなんかも自由に利用者にしてみれば使えるんだというお話ですけれども，こ
ちらの現在の状況としてはどういうことになっているんでしょうか。例えば今ここにあるのは富
士通の。
【中村講師】　そうです。富士通のFMVというAT互換機です。
【A氏】　例えば学内のどこかにマックを使っているグループがいる場合は，どういう対応で。
【中村講師】　通常のAT互換機ですとか他のはウインドウが動けばいいんですけれども，マッ
クはまだ今のところ考えていません。
【A氏】　それは根本的に違うからですか。
【中村講師】　いや，マックのことは想定していなかったですね。でも理論的には大丈夫だと思
います。マックがネットワークにぶらさがれればOPACは利用可能です。また2部でお話しし
ますけれども，OPACは2種類あるんで，　MS－OPACだとちょっと無理かなという気がす
るんですけれども，通常の標準のOPACであればネットワークにぶらさがれば，それは機種は
問わない形になっています。それはマックでも構わないと思います。
【A氏】　そこら辺の技術的なことは全くド素人で何ともわからないんですけれども，ぶら下が
ればということなんですけれども，実際にぶら下げるためにはどういう手続きが必要で，どうや
ったらいいのかということを。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－53一
計算機センター年報　VoL　16　1995
【中村講師】　その辺の細かいところはセンターの方がよく知っています。
【A氏】　例えばマックを売り込んでくる業者に完全に任せれば，こちらのOPACにぱっとっ
ながるのかどうかということです。
【入澤】　中村さんが先ほどおっしゃっていましたように，ネットワークでEthernetと
いうプロトコルでやるわけなんですが，要するにそういうLANに接続する機器をマックに用意
します。それはちょうどこのくらいのカードなんです。それを入れて，あとはtelnetとか
ftpとかその他ネットワークに必要なソフトウェアを入れて，あとは独協大学にもありますよ
うに，LANに接続さえすればすむわけです。それが中村さんがおっしゃったぶら下がるという
ことです。
【A氏】　その場合のメンテナンスですが，仮に学習院さんでそういう全然違ったOSのパソコ
ンシステムをぶら下げた場合，メンテナンスはどこが対応されるのですか。計算機センターでや
られるんですか，それとも図書館でやられるんですか。
【入澤】　LAN自身は図書館のものではないので，全体としては計算機センター。大学では，
どこかの大学，どこかの部署でやるなり，どこかのディーラーに任せるなりするんだと思います
が，我々としてはできるだけメンテナンスフリーなものをつくってしまうというのをやっており
まして，あとハードウェア的なトラブルがあれば，私の大学にはかなり多くのものは富士通が入
っておりますので，富士通さんに泣きを入れると何とかしてくれるかもしれない。あとは購入し
たベンダーに，ハードウェア的なトラブルに対してはそこに全部任せてしまう。ただ，ソフトウ
ェァ的なものがありますので，最初にそういうところはこちらの指示に従って行ってもらいます。
マックにしろDOS／Vにしろ，　MS－DOSの世界にしろ，　UNIXの世界にしろ，こちらの
指示に従ってやっていただきますので，そこら辺は我々が図書館の人に迷惑をかけないように安
全なシステムを組むという協力体制にしております。
【A氏】　最後に一つ。汎用機で動いていたときのレスポンスタイムと，分散式のワークステー
ションを主体として動いていたときのレスポンスタイム，利用する方ですが，そこら辺の変化と
いうのは全然問題なかったですか。
【中村講師】　OPACという意味ですね。
【A氏】　はい。
【中村講師】　OPACは今のところ利用者用データベースに移行中なので，移動は4月以降と
いうことでまだ実数というか，はかってもいないんです。負荷テストはやっていますけれども，
実際に利用者に対してどうかという声1ままだ上がってないというか，それはまだやっていないと
いうことです。
【A氏】　予測としてはどういう予測ですか。
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【中村講師】　早いですね。一応テストで動かした形では，今まで汎用機のM／ILISという
のを使っていたんですけれども，それを利用者検索から比べると，それだとかなり早いですね。
ただ，M／ILISにOPACというシステムがあるんですけれども，それだと同じぐらいか，
もしくはそちらの方が早いかなという感じですね。ワークステーションのMS－OPACという
ウインドウを使った方ですと，ちょっとデータをつくるというか，編集したりするところで今の
ところ時間を食うみたいです。それがあるので，MS－OPACだと汎用機から比べたら今スピ
ードが落ちています。その辺はこれから改良する点なんです。
【B氏】　学習院さんは大体何件くらいの図書をお持ちなんでしょうか。
【中村講師】　蔵書数ですか。
【B氏】　はい。
【中村講師】　蔵書数は全体にしたら90万とかあるんですけれども，データ化したものは今の
ところまだ20万書誌ぐらいです，和洋合わせて。
【B氏】　その20万件で何件ぐらいのデータをとれますか。何件ぐらいのディスクの容量を食
うんでしょうか。
【中村講師】　正式にまだはかっていません。今データが3つぐらいディスクに入っています。と
いうのは，先ほどお話ししたとおり2回テストしまして，2回，3回，本番と今3つ入っている
んですけれども，それを今SEさんに任せちゃっているんで，ごちゃごちゃで使っているんで，
実際にどのくらいの容量を使っているかは，数字としては今ここでは説明できないです。
【B氏】　こちらのシステムの構成図を見せていただきますと，業務用のデータベースサーバに
外づけのディスクとして2．1GBのディスクが3つずつと書いてあるわけですが，こちらに入れ
てあるわけですか。
【中村講師】　そうです。今20万件ぐらいですと，外づけじゃなくて，1．05GBが2つはいっ
ていますけれども，実装と外づけじゃない内づけという増設ですね，その2．1GBに3つ分ぐら
い入っています。
【B氏】　そうすると，将来100万件のデータがつくられるとしても，今組んだだけで十分入
るんですか。
【中村講師】　入ると思います。それはデータベースの100万件を一度にするつくり方にもよ
るかと思いますけれども容量的には大丈夫だと思います。
【B氏】　こちらのシステムはミラーリングとかそういった技術を使っているんでしょうか，デ
ータベースを2つに分けて。
【中村講師】　それは一応やる予定です。ミラーリングと，あとテープにバックアップは取ろう
と思っています。ミラーリングだとディスクtoディスクですから，ディスクtoディスクでデ
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一タ転送中に壊れる場合があるんじゃないかということで，テープに落とします。そうすると，
テープに落とすときに壊れるということもありますけれども，ディスクだけだと不安なんで，テ
ープにも毎晩落とそうとは思っています。
【B氏】　そういうメンテナンスは図書館の方がされるわけでしょうか。ディスクに落とす作業
は。
【中村講師】　一応こちらで。今までM／ILISのときも図書館の方でバックアップからいろ
いろな取り込みとかデータ登録をやっていましたので，図書館システムに関してはメンテナンス
は全部図書館でやっています。
【B氏】　バックアップにどのくらいの時間を想定されていますか。
【中村講師】　バックアップはそんなに時間がかからないみたいです。10分もかかるかどうか
じゃないですか。かなり早いです。
【C氏（東京農大）】　図書館でWorld　Wide　Webサーバを持たれてインターネッ
トに情報を発信していこうという計画を具体的に来年度中にお持ちのようですけれども，実際に
学習院さんで利用案内等具体的にイメージされているもの，計画されているもの等がありました
らお教え願いたいんですが。
【中村講師】　一応いまのところは大学図書館の利用案内です。各建物の利用案内と，実際利用
者が利用する資料の貸し出しとか借り方，そういったものを含めた大学図書館の利用案内。あと
大学の構内の案内みたいなものを簡単につくれればと思っています。ですから大学の附置機関と
いうか，各研究所とか本部とか学食とかいろんなものがありますから，そういったものを説明で
きるような，案内できるようなものを考えています。大体それが中心なんですが，少し余裕があ
りましたら短大図書館もやろうかなと思っています。一応大学から広めていって，次に短大と。
今度のシステムで短大も一緒に動かしますので，そこまではやろうかなと思っています。データ
をつくったりして，4月からいろいろな建物の写真を撮ったりとか考えていこうと思っていまし
て，サーバは図書館のサーバで無理そうな時はセンターのサーバも使わせてもらえるということ
なので，どちらかでは動くんではないかと考えています。今のところは図書館でカバーできれば
，図書館のサーバを使おうと思っています。将来的には目録もやろうと思っています。
【D氏（芝浦工大）】　2点ほどお聞きしたいんですが，まず一つは，ネットワーク化になると
きに関して何か考えていらっしゃいますか。恐らくネットワーク上の図書館システムは今回初あ
てのものだと思うんですが，マルチメディア系の図書館システムというのは，相互コミュニケー
ションがかなり保証されないと従来のクローズド型と大して変わらないものになってしまう。現
在考えられる相互コミュニケーションを考えると，Eメールなんかを利用者と自由にやりとりで
きるようにするかどうかだと思うんですが，その際Eメールに対して電子的なリファレンスをや
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るとしますと，かなり図書館に負担がかかってくると思うんですが，その辺の仕組みを何か考え
ていらっしゃったらお願いします。
【中村講師】　まず第1点の方はセンターの方に話していただくとして，先に2番の方から私が
答えます。
　利用者とのEメールのコミュニケーションですね。次のシステムでもそういったところがある
んですけれども，今のところ学生は，教職員も含めてですが，センターにさえ登録すればユーザ
名がもらえる形になっています。大方の学生は一般教養で情報の授業を受けますので，大体学生
は学籍番号でユーザ名をもらって，それでアドレスという形になります。図書館も，先ほど掲示
板が出ましたけれども，図書館の方にも館長用，事務室用とリファレンス用とインターネットの
アドレスを持っています。ですから学生とか教職員の利用者が図書館に情報伝達したいときには、
メールで送ってもらえるという形になっています。それの宣伝もしなくちゃいけないんでしょう
けれども，図書館側から利用者へのお知らせみたいなものは，インターネット上の電子掲示板を
使ってお知らせする。休館日とか，いつ工事しているとか，そういったものはそういう形で情報
提供して，利用者側からは，事務のことで図書館に連絡したいときには，事務室に宛ててメール
を出してもらえれば，それで情報は伝達できるという形になっています。
　①の方はセンターの方から。
【窪田（学習院大計算機センター）】　学習院大学の計算機センターの窪田です。学習院全体と，
あとはインターネットネットワークのコントロールをしています。
　アタックに対する処置ということで，学習院大学のネットワークは対外組織に出ていくときに，
必ず計算機センターのセグメントを通るようになっています。当計算機センターで特にファイア
ボード等は設けておりませんが，そのルーター等によるプロトコルの制御であるとかそういう一
般的なことは行っています。それから私自身がIPコネクションのメンバーですので，今ですと
米国エネルギー省と，あとCMUのコンピュータセキュリティ，2つ24時間体制で動いていて，
世界中に何かアタックがあると，そこから知らせが来ることになっています。ですからこの法人
では私がその知らせを最初に受け取るわけなんですが，現状私が受け取ったお知らせというのを
学内のどなたの方にもフォアリングする仕組みはまだでき上がっていません。私が読んで，対処
しなければならない重要なものである場合は，計算機センター内のコンピュータの対処はします。
しかしセンター外のコンピュータに対する対処は一切やっておりません。非常に危険な場合のみ
電話で担当者に，こういう形跡はあったかという問い合わせだけはします。そして形跡がなかっ
たということで，胸をなで下ろすだけで終わっています。
　したがって，今後は図書館さんのように業務でお使いになる部分がふえていますし，台数がふ
えてきていますから，しかもこちらの場合は富士通さんから購入しますので，Sunワークステ
一57一
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一ションという一番アタックの対象になるコンピュータを使っていますので，そういうシステム
を確立していかないといけないなとは思っているんですが，さていつできるでしょうというとこ
ろなんです。
　したがって，学内からのアタックには全く無防備です。学生とか部外者が学内に侵入してきて
ネットワークに接続することによって，そのコンピュータから図書館のコンピュータをアタック
された場合，我々は防ぐすべがありませんので，すぐ倒れてしまう。穴は1つも塞いでいないと
思います。多分富士通のSEさんはそういう対処はされないと思いますし，非常に危険な問題で
はあると思います。もし他の大学さんでうまいシステムを確立されているところがあったらば，
逆に教えていただきたいところではあります。
【E氏】　1つ伺いたいんですが，図書館の汎用機システムからダウンサイジングしていったと
きの意思の決定みたいなものはどのような形でなされているかということと，あと図書館員はど
のようにかかわったのか，あるいは計算機センターはどのようにかかわっているのか伺いたいん
ですが。
【中村講師】　汎用機からワークステーションへ移るというその意思の決定ですね。意思の決定
を図書館内でということですね。
　図書館内では特に意思決定は，まあ最終的にはした形にはなりますけれども，センターの汎用
機ホストマシンをそれまで共用の形で使っていましたので，センターの方がもう汎用機からワ
ークステーションに全面的に移行するということが決定した時点で図書館も決定したという形で
す。それに対してどうしようかということはありましたけれども，独自でやる力はまず図書館に
はないので，それに今まで汎用機でつくったデータをパーにするわけにもいかないので，もうワ
ークステーションの方に移るということで図書館は決めました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一休憩一
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図書館名
米国議会図書館
米国議会図書館部分コピー
Case　Western　Reserve大学図書館
Cleveland市民図書館
California州図書館
Stanford大学図書館
Colorado　Public　Access　Libraries
Maryland大学図害：館
MI丁大学図書館
BQston大学図書館
Harvard大学図書館
Dartmouth大学図書館
Princeton大学図書館
Columbia大学図書館
Konstanz大学図書館
Hong　Kong大学図書館
Techn　ion大学図書館
Universidad　de　las　Americas
　　　　　　　　　　　　　図書館
Victoria　University　of
　　　　　　　Wellington図書館
Centro　lnformatico　Cientifico
　　　　　　de　Andalucia図書館
Lund大学図書館
Swiss　Federal　lnstitute
　　　　　　of　Techno　logy図書館
英国クイーン大学図書館
東京大学図書館
アクセス　（telnet）
：　Iocis．　lOC．90V
：　dra．　com
：　library．　cwru．　edu
：　192．58．246．4
：　meIvy　I．UCOP．　edu
：　forsythetn．　stanford．　edu
　　　　　　1／Account？／socrates
：　PAC．　CARL　ORG
：　UMCA『「UMD．　EDU
：　library．mit．edu
：　LA　l　BRARY．田．　EDU
：　128．103．60．31
：　LUMINA．　LlB．　UM閥．　EDU
：　cata　lo9．　princeton．　edu
：　columbianet．　cc．　co　l　umb　ia．　edu
：　POLYDOS。　U罵1－KONSTANi乙DE
：　US†LIB．UST．HK　／／10gin？／library
：　LlB．　TECH”1㎝。　AC．　l　L
　　　　　　！／userna掴e？／aleph
：　bibes．　pue．ωdlap．　mx
　　　　　　llusername？／library
：　LIBRARY．　VU胃．　AC．髄Z
　　　　　　　　／library
：　savax2g　cica．　es
　　　　　　〃Logon？／A旧M
：　LOL　l　TへLU．　SE　　／／LANG　1
：　ethics．　ethz．　ch
：　Iib．　gub．　ac．　Uk
：　opac．　cc．　u。tokyo．　ac．　j　p
データベース
米国哲学学会
米国数学学会
米国地理情報
米国地質情報
法律データベース
NASAスペースサイエンス
　　　　　　　データベース
スポーツ情報（M弧）
スポーツ情報（NHL）
スポーツ情報（MLB）
スポーツ情報（旧．）
株式情報サービス
天気情報サービス
ソフトウェア図書館
アクセス　（telnet）
：　atl．calstate．　edu
　　　　　　　／／login？／apa
：　e－math．　ams．　com
　　　　　　　／／login？／e－math
　　　　　　　／／Password？／e－math
：　martini．eecs．　urnich．　edu　3000
：　gliS．Cr．USgS．90V
　　　　　　　／／login？／guest
：　sparc－1．law．　columbia．　edu
　　　　　　　／／logir1？／1awnet
：　nssdc．　gsfc．　nasa．90v
　　　　　　　／／usernsme？／nod　i　s
：　culine．　colorado．　edu　859
：　culine．　colorado．　edu　860
：　culine．　colorado．　edu　862
：　culine．　colorado．　edu　863
：　a2i．rahul．net
　　　　　　　／／10gin？／guest
：　downwind．　sprl．umich．　edu　3000
：elib．zib－beriin．de
　　　　　　　／／login？／ehb
journa　iデータベース（Uncover）
アリゾナ州立大学
ボストンコンソーシアム
メリーランド大学
：　carI．lib．　asu．　edu
：　129．10．62．50
：　victor．　umd．　edu
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　＜くくくくくくく＜　日本国内図書館OPACリスト　〔Ver　1．4　1994，IO，3D＞＞＞＞＞〉＞＞〉
このリストは1994年10月31日現在で確認されている、日本国内でインター
ネットを通じて公開中のOPAC（On－tine　Public　Aceess　Catalog）です。
（NACSIS－BBS　LIB．　TEA⑳00969より。内容を改編しない限り再配布は自由とのこと。）
名
L
館
㎎
lP7ドレス
提供DB
接続方法
入力形式
その他
名
L
館
脈
IPアドレス
提供DB
ヘルプ
接続方法
入力形式
漢字コード
館名
URL
IPアドレス
提供DB
接続方法
提供時間
入力形式
漢字コード
名
L
館
皿
IPアドレス
提供DB
提供時間
更新頻度
ヘルプ
千葉大学附属図書館
telnet：1／culis．lt，chiba－U．ac．jp
gopher：／／gqpher，　ll．chiba－u．ac．　jp
http：／／vvww．監【．　chiba－u．　ac．　jp
l33．82．217．1
殉・i￥図書・逐次刊行物所蔵情報
iogin：　culis
誘導型
FEPとして「かんな」が使用可能　起動はCTRLfo
電気通信大学附属図書館
telnet：／／baioo．cc．uec．ac’jP　‘
http：／／ba旦oo．　cc・uec・nc・jPl
130．153．46．3
電気通信大学図書目録（和・洋図書）
hで現在の画面のヘルプ
login：　 且imepub
英語モードはfiogin：limedio
誘導型
JlS
高知大学附属図書館
telne’t：／／kenOl．　lib．　kochi，u・ac，　jP
133．97．81．11
和・洋図書・逐次刊行物所蔵情報
10gin：　opac
paSS胃a「d：　（send　cr）
02：00－23：00（第4木曜B午後休止）
誘導型
EUC
東京大学附属図書蝕
しelnet：／／1ib「a「y．　Iib．u’tokyo．ac．　jp
telnet：／／1i且iput．　lib．u－tokyo．ac．　jP
telΩet：／ノopac．CC．U－tokyo．ac，　jp
l30．69．96．3
130．69．96．9
130．69．240．42
東京大学総合目録（和・洋図書・逐次刊行物）
遡及入力目録（洋図書）
永戸徳川家林制資料目録
国策研究会文書
月曜一金曜の　9：00－20；00
0pac．　cc．．u－tokvo．　ac．　jpは24時間
毒週
（opac．　cc．　u－tokyo．　ac．　jpは1－2日遅れ）
？GUIDEで操作説明
？コマンドの一覧
？［コマンド］の欝細
接続方法
入力形式
その他
館名
URL
IPアドレス
提供DB
提供時間
ヘルプ
接続方法
入力形式
館名
URL
lPアドレス
提供DB
提供時間
更新頻度
ヘルプ
接続方法
入力形式
漢字⊃一ド
館名
URL
IPアドレス
提供DB
ヘルプ
接続方法
入力形式
その他
Escape　character　is’ p．　に対してリターンキーを押す
（liliPut．　lib．u－tokyo．ac．jpのみ）
端末種別を入力後、EN，　TER　USER［D一に対してLIBRARYと入力
その後、入力形式の問い合わせがある
コマンド型（日本語、英藷）
誘導型（日本語、初心者向け）
ファンクションキーは以下のように対応
PFI
PFIO
PFIl
PF12
ESC　l
ESC　O
ESC－
ESC・
東京工業大学附属図書館
telnet：1／toPics．1ibra．　titech．ac．　jp
131．112．　212，11
東京工業大掌総合目録（和・洋図書・逐次刊行物）
9：00－24：00
？OPAC　でコマンドー覧
？［コマンド］　でコマンドの詳細
端末種別を入力後、E訂ER　USERID一に対してOPACと入カ
コマンド型
筑波大学附属図書館
【elnet：！ノanzu．cc．　tsukuba．　ac，　jp
l30．158．64．40
和・洋図書・逐次刊行物所蔵情報
24時間（第い第3日曜日とその翌日、年末年始等は休止）
毎週
Hを入力してヘルプメニューを呼び出し（使い方の解説）
メニュー画面上で、
tロliPS（英語モード）か
tulipsj（日本譜モード）を選択
その後、図書所蔵情報か逐次刊行物かのメニューが表示される
コマンド型
JIS
早稲田大学図書館
te且net：1／wine．周uLwaseda．　ac．　jp
l33．9．8．10
和・洋図K・逐次刊行物所蔵情報
PF2　（ESC　2）で現在の画面にっいてのヘルプ
seiect一に対して1を入力
誘導型（B本語、英語、ドイツ譜）
ファンクションキーの対応は東大と同じ
（　PFI　－　ESC　1　　．．．．．　PF12　－　ESC　＝　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
＜＜予定＞＞
館名　　　　　学習院大学図書館
URL　　　　　　　　　te且net：／／gli皿一ir．　gakushuin．　ac．　jp
lPアドレス　　150．90．60．20
提供DB　　　大学および女子短期大学所蔵
　　　　　　　和・洋図書目録悟綴
　　　　　　　　和・洋逐次刊行物所蔵情報（大学のみ）
接続方法
提供時間
入力形式
漢字コード
サービス開始
legin　：opac、
passward；　（seΩd　cr）
未　定　　（第？？？？曜日？？？？休止）
誘導型
EUC（今後JISにも対応予定）
1995年度中一（予定）
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おもに日本認の記事が投郷される二a・一スグループ
日本のインターネットに関するニュースグループ
ロJが主魁ずるニュースグループ
コンピュータの猛題に関ずる二a一スグループ
科宇の話題に関する二a一スグループ
tt会現鍮の話測に開†るニュ●スグループ
討酋や鋤のためのニュースグループ
NetNc鴨に開†る乙轟一スグループ
馴…の齪1に関する二a一スグループ
comp，　sci．　soc　talk　news　rec以外の話題に関アる二菖一スグループ
USENETニュースグループに代わる，各糧の繕題を投携する二a一スグループ
生初掌の研究に関するニュースグループ
SITNE‘rのメ7リングリストで騒2されている猛題に関するニュ層スグルーブ
コンピa一タを中心とした製晶やサービスの圏に関する二二簡スグループ
GNUソフトウ呂アの琶題に開ずるニュースグループ
1EEE（∫面f蝕紹Of　ELectriel　ed　Elae励如r」軌ig’，uas⊃に関ナる二轟一スグループ
イリノイ大掌のメーリングリストで餓論されている話題に関する二a一スグループ、
Uもにロシア繕の記事が役稿される二a一スグル吻プ
AT＆T3Bシリーズコンピェータφ話屈に開する二a一スグループ
鮎も1こDE亡VAX／VMS　OSの話題に関する；ad・スグループ
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5』㊤口鵬
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fi』膿Ungs
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行．pap㎝
商，Pに
fi．quesdor」＆°
師鳳゜
恥d．り
恥oご
恥ou陥゜
fiSd
fi．s）rs．°
蛎，鳳
幻．uni罵゜
師．w3既㎞
fi．Windows．．
ノ㌧工知能や砦胸科掌などに閲ナる話題
f］；a一スグループの綬者全員に関保する量要なお知らせ
Sbにパソコン用の実行形式のプログラムが役稿される．　moder・
atedのものもある
各種書郷に関ナる括題
コンピュータに関する各檀の話題
おもにテキストエディタに関する話題
fiのanounceの記事に対するフtロー・reの二a一スグループ
個人的な不用晶の譲渥ノ発却1交換情綴
ネットワークa一ザ5こ対するガイド（mOderated｝
いろいろな冗淡
日本UND【；一ザ会（jUS⊃に関する話題
日本認入カシステムに関する話題
漢寧に閲ずる各種の話題
KerTnit　77イル転送プロトコルに関ナる話題
ローカルエリアネットワーク（LAN｝に関アる話題
各伽ンピュ噂タ曾駄関する話朋の亀一スグ炉癖
各種の有用な情稲
外匿人のH本での生活に関†る話題
日常生活に麗する話題
竃子メールに関する話題
各種のメーリンクリストからの転載紀事
シンポジウムやワークショヲプなどの粟内
ほかに逼切な二＝一スグループがない話趣用のこi－“スグループ
ネヲトワークやNetNews　Sl用者に関する情霜
SもにNetNewsに関する各種の惰帽
各オベレーティングシステムに関ナる話題
各租の菖文に関する話題
Frr（丹08π㎜加g　ToolS　and　rechn，q’　tLes｝という有志による会合に関する催報
各橿の質問と回谷
各種の趣味に関ナる話題
科字に開ナる話題
tt会琉鍮に関ずる話題
各租ソースプログラム
撮準に関ずる情乾
コンビ；一タシスデムに関†る話題
flをmaしている組織全体に対するテストメッセージ．
UNDζに関する話題
伺らかの問合せ
各覆ウィンドウシステムに関アる話題
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国内の大常等の主なWWWサーバー覧　学習院大学襯激ンター
北1毎遭大学
弘前大学
仙台電波工業高等専門学校
東北大学
宇都宮大学
群馬大学
図魯館情鞭大学
埼玉大学
千葉大学／池田研究室
千葉大学／附属図需館
慶雁義塾大学／理工学部
慶慮義塾大学
創価大学
電気通信大学
東東工業大学／社会工学科
東京大学
東京大学／教養学部
　　　　　　／駒場キやンパス
東京大学／海洋研究所
　　　　　　／海洋物理学部
東京大学／人工物工学，
　　　　　　　研究センター
東京大学／理学部物理学教室．
東京理科大学
明治大学
学習院大学（予定）
　／大学図密館（今年度予定）
名古屋土業大学
名古屋大学
http：！1wwvw．　hu｝e．　hOkud3　i．ac．　jp
　　／／胃ww．　hirosaki－u．　ac．　jp
　　／／yvww．　senda　i－ct．ac．　jp
　　！1…．tohoku，　ac，　jp
　　／／…，utun㎝iya－u．　ac．　jp
　　／1www，　la．9しmma－u．　ac．　jp
　　！1ulispsn．ulis。ac．　ip：8001
　　／1vvww．　ke．　ics．　saitama－u．　ac．　jp
　　1／ww．hike．　te．　chiba－u，　ac．　lp
　　11…．雷t，chiba－u．ac▼jp
　　／！…．st．keio．ac．　jp
　　！！…，sfc．keio．ac．　jp
　　／／㎜．t．soka．　ac，　jp
　　llwwvv．　uec．　ac．　jp
　　！1www．　soc．　titech．　ac．　jp
　　〃…胃．u－tokyo．　ac．　jp
　　〃…．c．　u－tokyo，　ac．　jp：8080
ノ／vvww．　dante．　ori．u－tokyo．　ac．　jp
ノ1…．race．　u－tokyo．　ac．　jp
〃vvvvvv．　phys．　s．　u－t。ky。．　ac．　jb
！1…，sut．ac．　jp／docsj！index．　html
／／…．meiji．ac，　jp
［1ノ？？？．gakushuin，　ac．　jp］、
［〃？？？．gakushuin．　ac．　jp】
！／www．　nitech．　ac．　jp　’
ノ／…．riagoya－u，　ac：jp
　　　　　　　　（盗＊斗　　W）
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藤田保健衛生大学
北陸先端科学技術大学院大学
京都工芸繊維大学
京都大学
ノートルダム女子大学
大阪医科大学
大阪教育大学
大阪大学
神戸市外副吾大学
神戸大掌
和歌山大学
広島市立大学
宇部短期大学
穂島大学
託間電波土粟高等専門学校
高知大学
九州芸術工科大学
九州工粟大学
九州大学
九州産業大学
福岡工桑短期大学
佐賀大学．
鰍本大学
宮崎大学
学衛情鞭センター目録情報腺
　　　　　　（試験的公開う
http：！！pathy。　fuj　lta－hu。　ac．　jp
　　！！…，jaist．ac．　jp
11㎜．kit曾ac．jp
11…曜kyoto－u■ ac．　jp
1／www．　notredame，　ac．蚤P
！／ww。　osaka－med．　ac．　jp
ノ！m闇即．okum8dia．　cc．　osaka－kyoiku．
　　　　　　　　　　　　　ac．　jp
！／ww脚．　osaka「口．　ac．　jp
11！㎜．kobe－cufs．　ac．　jp
1！㎜．kobe－u．　ac．　jp
！！fu吊i．eCO．冒akaya吊a－U．　ac．　jp
！1脚vv胃．　hirosi旧a－cu．　ac．，P
！ノ㎜．ubo－c。　ac．　jp
！／…．tokushim∂－u．　ac，∬p
！！智㎜．takuma－ct．ac．　jp
！1…．is．kochi紳u。　ac。　lp
！／㎜．kyushu－id．　ac．　lp
1／㎜．kγut6ch，　ac．　jp
！！…．kyushu－U．　ac．　jp
11㎜．ip．　kyusan「u．　ac．　jp
！！脚WW．fjct．　fit．ac．jp
！／WW騨．　CC．　sega－U，　ac．　jp　・
〃㎜．eecs．　k膿闘a旧otρ一U．　acjp
！！酬．miyazaki－u．ac．　jp．
〃㎜．cat．。P．　nacsis：ac．　jp
その他のWWWサーバ
TOPlC（東北学術研究
　　　　　　インターネット）
KEK（高エネルギー
　　　　　　物理学研究室）
平磯宇宙環境センター
国立がんセンター
新情掘処理開発機構
通憺総合研究所
日本神経回路学会
郵政省
岡崎国立研究槻構分子科学研究
　　　　　所／計算機センター
岡崎国立研究槻構分子科学研究
　　　　　所／相関領域研究系
財団法人　放射能影饗研究所
学術情報センター目録情報課
　　　　　　（試験的公開）
ア久セス
http：／1www．　tbpic．　ad．　jゆ・
1！㎜．kek．，P
！！hiraiso．crl．go．jp，、
〃…t　ncc．90．　ip’
11www．　r脚℃P．　oピ．　jp
l／m納・crl．go．’ 奄吹D♪
11jnns－…．　okabe．「cast．
　　　　　　U－tQkyo．　ag．　jp／inns
〃㎜．戯．・q。－jp
〃ccinfo．　lps．　ac．　lp
11solaris・．imS：ac．　jp
11…．rerf二〇r，jp
／／w頭サ．cat，OP．’nac’ 唐奄刀D　ac：jp
学習院大学計算機セソター
　　　　　　　　　（資料　　W）
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